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【 ０ ０ １ ３ 】
　 工 程 （ ３ ） で は 、 工 程 （ １ ） の 水 素 化 脱 硫 処 理 油 を 工 程 （ ２ ） で 軽 質 分 を ス ト リ ッ プ （
除 去 ） し た 後 、 温 度 １ ５ ０ ℃ ～ ２ ５ ０ ℃ 、 圧 力 １ ～ ５ Ｍ Ｐ ａ の 条 件 下 で ゼ オ ラ イ ト に よ り
直 鎖 飽 和 炭 化 水 素 を １ ０ 容 量 ％ 以 上 抽 出 除 去 す る 。
　 直 鎖 飽 和 炭 化 水 素 の 除 去 の 抽 出 温 度 は １ ５ ０ ℃ ～ ２ ５ ０ ℃ で あ り 、 好 ま し く は １ ８ ０ ～
２ ０ ０ ℃ で あ る 。 抽 出 温 度 が １ ５ ０ ℃ 未 満 の 場 合 、 十 分 な 直 鎖 飽 和 炭 化 水 素 の 除 去 速 度 が
得 ら れ な い 。 一 方 、 ２ ５ ０ ℃ を 超 え る と 、 直 鎖 飽 和 炭 化 水 素 の 除 去 効 率 が 低 下 す る 。 ま た
、 こ の 時 の 圧 力 は 、 １ ～ ５ Ｍ Ｐ ａ で あ り 、 好 ま し く は １ ． ５ ～ ３ Ｍ Ｐ ａ で あ る 。 圧 力 が
Ｍ Ｐ ａ 未 満 で あ る と 十 分 な 直 鎖 飽 和 炭 化 水 素 の 除 去 速 度 が 得 ら れ な い 。 一 方 、 Ｍ Ｐ ａ を
超 え る と 十 分 な 直 鎖 飽 和 炭 化 水 素 の 除 去 速 度 が 得 ら れ な い 。 直 鎖 飽 和 炭 化 水 素 の 除 去 に 使
用 す る ゼ オ ラ イ ト は 特 に は 限 定 さ れ な い が 一 般 的 に は Ａ 型 ゼ オ ラ イ ト が 使 用 さ れ 、 そ の 中
で も モ レ キ ュ ラ ー シ ー ブ ５ Ａ が 好 ま し い 。 以 上 の 条 件 で 、 直 鎖 飽 和 炭 化 水 素 を １ ０ 容 量 ％
以 上 、 好 ま し く は ２ ０ 容 量 ％ 以 上 抽 出 除 去 す る こ と が 必 要 で あ る 。
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